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次世代水素製造法の一つに、ヨウ素と硫黄の化合物を用いて水を熱分解するISプロセスがあります。
その一工程である膜ブンゼン反応の高効率化に不可欠なカチオン交換膜を放射線グラフト法に
よって開発します。

熱化学水素製造ISプロセス用
カチオン交換膜の開発

シーズ全般の問い合わせ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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次世代水素製造法の一つに、ヨウ素と硫黄の化合物を用いて水を熱分解するISプロセスがあり
ます。その一工程である膜ブンゼン反応の高効率化に不可欠なカチオン交換膜を放射線グラフト
法によって開発します。

熱化学水素製造ISプロセスの原理および特長

膜ブンゼン反応 新規カチオン交換膜

必要性能 H+伝導性 水透過抑制能
市販膜 ○ ×
新開発膜 ○ ◎
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○ 新規カチオン交換膜を用いることで高効率の膜ブンゼン反応を実現

大量の水素を効率的
に製造できる

ヨウ化水素および硫酸の
分解反応の熱源として
太陽光を利用できる
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本シーズの問合せ先：量子ビーム科学部門研究企画部（qubs-techoffice@qst.go.jp）
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